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研究成果の概要 

我々の体は「形」と「機能」が調和した器官の組み合わせによって成り立っている。本研究では、シ

ョウジョウバエ胚発生全過程を対象とする 1 細胞ゲノミクスやイメージング技術を駆使した解析によ

り、「形」と「機能」が調和した機能的な器官を正確に作り上げる機構の多様性と、その背後に潜む本

質の解明を目指している。 

ショウジョウバエ胚発生過程における全細胞系譜・全器官構築過程の遺伝子発現・細胞分化ダイナミ

クスを網羅的・定量的に計測することを目的として、これまでに合計で約 22 万細胞の 1 細胞 RNA-seq

データを取得してきた。この時系列 1細胞 RNA-seqデータの解析を進めており、本年度も主に中胚葉系

譜のデータ解析を行い、これまでにほとんど明らかになっていなかった頭部中胚葉から生み出される

細胞種の分化系統関係を明らかにすることに成功した。さらに、脂肪体、内臓筋、生殖腺体細胞等につ

いても、各細胞系譜内における細胞種と系統関係を整理するとともに、新たな細胞種の存在を示唆する

結果も得ている。また、胚発生過程において未分化な細胞が単純に一方向に分化していくわけではな

く、中間的な細胞状態が複数存在することを発見した。さらに、中間的な状態と思われる細胞が血球細

胞によって貪食されることを示唆する結果も 1 細胞 RNA-seq データから見えてきており、これまでに

取得した 1細胞 RNA-seqデータが想定よりも多様な情報を保持することが見えてきた。 

次に、今後に遺伝子発現・細胞分化ダイナミクスに沿った遺伝子制御ネットワークダイナミクスを解

明するための基盤として、時系列 1細胞 ATAC-seq解析を実施し、データセットの構築に成功した。予

備的なデータ解析から、細胞分化の進展に伴って時系列に沿ってクロマチン状態が大きく変化する様

子が一部の遺伝子領域で見られており、今後の解析に十分有用な質を保持していると考えられた。 
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